
令和６年度横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会

及び横浜市都市美対策審議会表彰広報部会 

合 同 部 会 

 
次 第 

日 時   令和７年１月29日（水）10時から12時まで 

会 場   市庁舎18階 共用会議室 なみき16・17 

次 第 

１ 開 会 

２ 各部会委員紹介 

３ 議 事 
(1) 座長の決定について 

(2) 第12回横浜・人・まち・デザイン賞について 

(3) その他 

４ 閉 会 

 

資 料 

・名簿 

・資料１：各部会で出された主な意見 

・資料２：第12回横浜・人・まち・デザイン賞 スケジュール 

・資料３：選考方法等について 

・資料４：募集リーフレット案・ポスター案 

・資料５：広報について 

 



氏名（敬称略） 現　職　等

部会長 室田　昌子 東京都市大学名誉教授

委員 片岡　公一 ㈱山手総合計画研究所代表取締役

〃 加藤　功甫 特定非営利活動法人 Connection of the Children 代表理事

〃 高村　典子 公募市民委員

〃 田邊　寛子 まちひとこと総合計画室代表

氏名（敬称略） 現　職　等

部会長 真田　純子 東京科学大学環境・社会理工学院教授（景観）

委員 青木　祐介 横浜開港資料館・横浜都市発展記念館　副館長

〃 加藤　光雄 横浜商工会議所　議員

〃 鴨下　香苗 公募市民委員

〃 三輪　律江 横浜市立大学国際教養学部教授(建築・都市計画)

事務局 松本　光司 都市整備局企画部長

〃 古檜山　匡和 都市整備局地域まちづくり部長

〃 光田　麻乃 都市整備局企画部都市デザイン室長

〃 立石　孝司 都市整備局地域まちづくり部景観調整課長

〃 村瀬　亮二 横浜市都市整備局地域まちづくり部地域まちづくり課担当課長

横浜市都市美対策審議会表彰広報部会委員

横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会委員

令和６年度横浜市地域まちづくり推進委員会表彰部会及び
横浜市都市美対策審議会表彰広報部会合同部会委員名簿

開催日時：令和７年１月29日（水）　１０：００～１2：００



項⽬ 意⾒ 対応案 関連資料

応募⽅法
・WEB上で市⺠投票するような仕組みは導⼊できないの
か。また、若い世代だけが投票できる区分があってもよ
いのではないか。

・⺠間施設が知らいないうちに推薦されて、WEB上で投
票されて、受賞もしていないのに情報だけが外に出てし
まうという懸念があるため、今回は⾒送りました。

・１次選考について、５つの評価項⽬の総合点が⾼い順
に選考を⾏っていたが、当該評価項⽬では評価しきれな
い活動や、特定の分野の評価が⾮常に⾼い団体など、特
に審査員が推す団体を選考できる仕組みがあると良い。

・特に推す団体がある場合は別途記載する形とします。
また、必要に応じてメール・webミーティングを⾏い、
意⾒を共有しながら、１次選考通過団体を決定します。

・審査の際に審査員と団体がコミュニケーションをとれ
る場があると良い。また団体同⼠が交流できる場を設け
た⽅が良い。

・２次選考⽇（12⽉下旬〜１⽉上旬頃）に団体よりプレ
ゼンいただく場を設け、プレゼンを踏まえて２次審査の
選考を⾏います（団体がプレゼンに出席できない場合
は、事務局が団体に代わり報告を⾏います）。また、プ
レゼンの機会と併せて団体同⼠がコミュニケーションを
促す懇親会を実施します。

資料２

・リーフレットの表⾯の画像が丸からずれている、タイ
トルの⾊より濃い。

・修正しました。

・応募はがきの「景観の名称」という項⽬は、正式名称
を書かなければならないようで、ハードルが⾼い。

・「よいと思う景観の名称・内容」に修正しました。

・「付近の案内図」もハードル⾼い。 ・削除しました。
・推薦者の属性は掴めないのか。年齢、職業などあって
もいい。集計して、どのような場所に周知するのが効果
的か検証した⽅が良い。

・電⼦申請及びはがきに属性を問う設問を追加しまし
た。

・本賞が団体の活動を知ってもらうきっかけとなり、活
動歴の若い活動団体の後押しとしたい。パンフレットや
ポスターに、活動歴の若い活動の事例を⼊れることは可
能か。
・活動歴の若い団体にも積極的に応募してもらえるよう
なメッセージを出せれば良い。
・「あなたの活動をもっと知ってもらいませんか」「活
動の仲間を増やしませんか」というメッセージを発信で
きれば良い。
・デザイン賞の今後のためにも若い世代への訴求を考え
るべき。

・応募数を増やしていくために、広報先等を掘り起こし
ていきます。

・都市美対策審議会の⼤学の先⽣に学⽣への周知をお願
いしたらどうか。

・これまでも、リーフレットをお送りしていましたが、
学⽣等に周知していただくようにご説明します。

・窓⼝は、⼤学の総務ではなく、建築学部やまちづくり
系の学部に直に配布した⽅が良い。
・私⽴も含めて⾼校、⼤学にもリーフレット・ポスター
を配布した⽅が良い。⼯業⾼校や総合⾼校も対象とした
⽅が良い。
・⻘少年の活動拠点にもリーフレット・ポスターを配布
した⽅が良い。
・美術館、博物館にも配布した⽅が良い。

・前回のアンケートの結果、市役所や区役所の窓⼝、過
去の受賞者の紹介から応募に繋がることが多かったた
め、役所の担当や過去の受賞者が、周りの活動団体に応
募を勧める際に、応募の概要を簡単に説明できるような
ペーパーを作成して渡しておくと効果的かと思う。

・区役所、過去受賞団体に広報物を送付する際に合わせ
て説明⽤のペーパーを送付します。

その他
・不通過だった団体に対して、次回に繋がるようフィー
ドバックする仕組みがあると良い。

・２次選考で落選した団体に対しては委員の皆様に
フィードバック⽂作成の依頼をさせていただきます。
（前回と同様）

ー

※⻘：都市美対策審議会表彰広報部会
 ⾚：地域まちづくり推進委員会表彰部会

各部会で出された主な意見とその対応について

資料５

資料４

資料３

選考⽅法

リーフ
レット

広報

・修正しました。

・配布対象に追加します。（⾼校は⼯業⾼校、総合⾼校
のみ）

資料１



 
 

 

◇都市美対策審議会表彰広報部会 

本審査［令和７年 12 月中旬］ 

◇都市美対策審議会に選考結果を報告 

［令和８年３月（予定）］ 

○活動調査等［令和７年 11 月～12 月中旬］ 

・地域まちづくりの活動状況の調査を事務局で実施

し、調査票等を作成 

・12 月中旬に活動調査票等を各委員へ送付 

◇まちなみ景観部門案件調査等 

［令和７年 10 月］ 

・事務局で応募案件全件の個票を作成 

・個票をもとに委員ごとに現地視察候補を 10 件程度 

選出 

○地域まちづくり推進委員会に選考結果を報告 

［令和８年３月（予定）］ 

○地域まちづくり部門 ◇まちなみ景観部門 

○地域まちづくり推進委員会表彰部会 

［令和６年 11 月 28 日］ 

・第 12 回の方針・スケジュール等を審議 

◇都市美対策審議会表彰広報部会 

［令和６年 11 月 29 日］ 

・第 12 回の方針・スケジュール等を審議 

〇◇地域まちづくり推進委員会表彰部会・都市美対策審議会表彰広報部会 合同部会［令和７年１月 29日］ 

・第 12 回の方針・スケジュール等を確認、募集方法の審議 

〇◇募集［令和７年５月～６月］ 

・応募はがき又はウェブページからの電子申請による応募   ・自薦、他薦は不問、複数の応募も可 

○表彰部会［令和７年７月］ 

・部会長専任 ・審査の流れ確認 ・応募状況報告 

○１次選考通過団体同士の懇親会 

○地域まちづくり推進委員会表彰部会（２次選考） 

［令和７年 12 月下旬～令和８年１月上旬］ 

◇都市美対策審議会表彰広報部会 

現地視察［令和７年 11 月中旬］ 

〇◇表彰対象決定・公表［令和８年２月～３月頃］ 

・両部門の選考終了後、市長が表彰対象を決定し、３月頃結果を公表（記者発表・ホームページ等） 

〇◇表彰式（選考委員出席）［令和８年５月（予定）］ 

○一次選考［令和７年９月～10 月］ 

・各委員の評価を基に 10 団体程度の選考を行う 

○活動調査等［令和７年７月～８月］ 

・活動団体及び関係区局に調査を実施し、９月上旬

に調査票等を各委員へ送付 

○地域まちづくり推進委員会 

［令和７年５月～６月］・表彰部会委員選任 

◇都市美対策審議会（親会）［令和７年８月］ 

・表彰広報部会委員選任 

第 12 回横浜・人・まち・デザイン賞 スケジュール（案） 

資料２ 

委員ごとに数件に絞り込み 

※赤字部分は第 11 回からの変更点 



選考方法等について 

 地域まちづくり部門 まちなみ景観部門 

根拠法令 

● 横浜市地域まちづくり推進条例第 15条 

市長は、地域まちづくりに関して特に著しい功績のあったものに対し、表彰を行うことができる。 

● 横浜市魅力ある都市景観の創造に関する条例第 17条 

市長は、魅力ある都市景観の創造に特に著しい功績のあったものに対し、表彰を行うことがで

きる。 

表彰対象 

● 活動の主体となる団体及びその取組を支援した個人または団体を表彰します。 ● 横浜市内のまちなみ、建築物、プロムナード、モニュメントなど景観づくりに貢献した 

事業者、設計者、施工者などを表彰します。 

● 運営者として貢献した人や、ものづくりに貢献した人も表彰対象とする場合があります。 

応募期間 ●令和７年５月１日～６月 30日（２か月間） 

応募要件 

● 横浜市内における地域まちづくりであること。 

● おおむね３年以上の取組実績があること。 

● 地域の個性を活かした魅力ある都市景観の形成に寄与している「まちなみ」や「建築物」、「工

作」等であること。 

● おおむね 10 年以内に新しく造られたものや、歴史的建造物等再生されたものであること。 

● 過去に「横浜まちづくり功労者賞」及び「横浜・人・まち・デザイン賞」まちづくり活動部門又は

地域まちづくり部門を受賞したものは対象外とします。 

● 過去に「横浜まちなみ景観賞」及び「横浜・人・まち・デザイン賞」まちなみ景観部門を受賞

したものは対象外とします。 

応募方法 
● 応募はがき、電子申請、電子メールによる応募 

● 自薦、他薦は不問、複数の応募も可 

両部門の 

振り分け調整 

● 本人の意思を確認した上で錯誤と認められる案件については、事務局で振り分けを行います。 

● 両部門の応募・選考状況について、両部会委員に情報提供を行います。 

選考方法 

● 活動調査等（団体作業） 

・自薦他薦があった全ての団体へ調査票Ａの作成と提出を依頼します。 

・調査票Ａの内容について関連区局に照会し、内容の確認を依頼します。 

● 書面選考（一次選考） 

・各委員は調査票Ａ等に基づいて採点を行い、7～8団体程度を選考します。 

● 活動調査（事務局作業） 

・一次選考通過団体に対し、部会委員からの質問を集約します。 

・地域まちづくりの活動状況調査（ヒアリング）を事務局にて実施し、調査票Ｂを作成します。 

・ヒアリング時に併せて支援賞調査票の提出を依頼します。 

・提出された支援賞調査票をもとに事務局が支援賞対象案件の調査を実施します。 

● 表彰部会（二次選考） 

 ・活動団体同士の交流を目的とした懇親会にて、一次選考通過団体によるプレゼンを実施します。 

・調査票Ｂ、団体によるプレゼンまたは事務局による活動状況報告をふまえ、委員による投票により

受賞候補案件を選考します。選考結果について審議を行い、受賞案件を選定します。 

・受賞案件を支援した個人または団体（支援賞対象案件）から、支援賞の決定を行います。 

● 案件調査（事務局作業） 

・必要に応じて部門変更や応募要件に適合しない案件の除外を行った上で、対象の概要や現地の

状況等を調査し、応募案件個票を作成し委員あてに送付します。 

・案件の詳細情報について不明な点等がある場合には、必要に応じて応募者、所有者等にヒアリ

ングを行います。 

● 委員による現地調査 

・委員は応募案件個票に基づき、各自で５～１０件程度現地調査の希望案件を選定します。 

・希望が多い案件を中心に、現地調査を行う案件を事務局が選定します。 

・事務局でバス等を準備し、方面別に午前の部・午後の部に分けて現地調査を行います。 

● 都市美対策審議会表彰広報部会による選考 

 ・個票の審査、現地調査をふまえ、各委員が受賞候補案件を選考します。 (事前選考)  

 ・事前選考の内容を参考に表彰広報部会による審議を行い、受賞案件を選定します。 

・部会での選考結果を都市美対策審議会に報告します。 

選考基準 

● 横浜まちづくり顕彰事業実施細目第３条第２項（改定予定） 

①地域の魅力向上や、課題を見出して解決につながっている活動 

②熱意をもって主体的に取り組まれている活動 

③多様な地域住民に開かれ参加・参画している活動 

④活動の独創性、地域資源（人、空間など）を生かした活動 

⑤継続性・発展性・波及効果がみられる活動 

 

● 横浜まちづくり顕彰事業実施細目第３条第１項 

①地域の個性と魅力にあふれた新しい都市景観の創造に寄与しているもの 

②まちの活性化に寄与し、賑わいのある都市景観を形成しているもの 

③歴史的なまちなみ、及び自然景観の保全に寄与し、又はそれらと調和を保っているもの 

④横浜らしさの演出に寄与しているもの 

⑤都市景観と環境や福祉への配慮などの先進的な取組が調和しているもの 

⑥その他、優れた都市景観の形成に寄与しているもの 

結果の公表 ● 市長による表彰対象案件決定後、記者発表及び本市ウェブページ等により結果を公表します。 
 

※赤字部分は第 11 回からの変更点 

資料３ 
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広報の方法について（案） 

 

（１）記事掲載先                        

広報内容 時期（予定） 備考 

記者発表 令和７年４月下旬 PR TIMES（配信サービス） 

横浜市ホームページ 令和７年５～６月  

広報よこはま「はま情報」 令和７年５月  

神奈川新聞「市民の広場」 令和７年５月上旬  

テレビ神奈川「ハマナビ」 

※お知らせコーナー 
令和７年５月上旬  

雑誌等 令和７年５月上旬 タウンニュース 

メールマガジン 令和７年５～６月 

地域まちづくり課「ヨコハマ

人・まち」、市民活動支援セン

ターメルマガ、都市づくりパブ

リックデザインセンター、神奈

川県建築士事務所協会、神奈川

県建築士会、横浜建設業協会、

横浜商工会議所 

ＳＮＳ（Ｘ）等 令和７年５～６月 
市公式Ｘ等（募集開始、受賞活

動・景観の紹介等） 

 

（２）募集リーフレット・ポスター配布先 

広報内容 時期（予定） 備考 

区役所、行政サービスコーナー、図

書館、博物館・美術館等 
令和７年５月  

市内地域まちづくり活動団体 令和７年５月 
地域まちづくり組織、まち普請整

備団体等 

市内建設関係の業界団体 令和７年５月 
神奈川県建築士事務所協会、神奈

川県建築士会等、横浜建設業協会 

市内大学 

工業高校、総合高校等 

市立中学校・小学校 

令和７年５～６月 

大学 30 校(大学・都市パートナー

シップ協議会) 

市立小 335 校・中学校 143 校 

中間支援組織 令和７年５～６月 

区民活動支援センター、社会福祉

協議会、まちづくり支援団体、地

域ケアプラザ、青少年の地域活

動拠点、緑の協会等 

まちづくりコーディネーター 令和７年５～６月  

PR ボックス 令和７年５～６月 鉄道駅等に設置 

地域まちづくり部門過去受賞団体 令和７年５～６月 団体任意の場所に設置 

資料５ 



（３）その他 

広報内容 時期（予定） 備考 

区役所、図書館等でのパネル展示 令和７年５～６月  

区役所サイネージに掲載 令和７年５～６月  

市庁舎低層部デジタルサイネージ 令和７年５～６月  

 

※赤字：前回部会からの変更部分 
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